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1月16日発行向上心に燃え　心身ともにたくましく　実践力のある生徒

〇良好な点

・「あなたは家で目標や計画を立てて勉強をしていますか」の質問において、生徒・保護者とも半数以上

が「はい」と答えており、前期と比べて数値が上がりました。第２回定期テストの範囲が広く、多くの

生徒が計画的に学習を進めたことが成果につながったと考えます。

・「あなたは、授業の内容を理解できていると思いますか」の質問では、前期アンケートより生徒は４％

減りましたが、70％以上が「はい」と答えており、依然高い数値です。また、同じ質問で保護者におい

ては10％数値が上がりました。

・保護者に対する４つの質問中、３つが前期アンケートより数値が上がりました。（もう一つの質問も‐

１％だけでした）保護者が家庭で生徒を見ていることと、学習において肯定的に受け取っていると思わ

れます。

●課題となる点

・家庭学習時間が平日60分以上の生徒の割合が低く、前期と比べて14％下がりました。目標を立てて学

習に向かっているものの、学習に十分な時間をとっていないと考えられます。

・生徒において「将来の夢や希望をもっていますか」の回答が10％下がりました。勉強することに意味

や価値をなかなか見いだせない生徒が多くいると思われます。

あけましておめでとうございます

知性と誉れある吉川中～向上心をもち、主体的に学習に取り組む生徒～
研究主任　

後期学校評価アンケート  結果分析
～ご協力ありがとうございました～

　昨年の12月にご協力いただいた学校評価アンケートについて、結果をご報告いたします。今回は前期との

比較、同様の項目についての生徒・保護者の比較をもとに、「知」「徳」「体」の各担当が成果と来年度への課

題を分析しました。アンケート結果を来年度の教育活動に生かしてまいります。ご協力いただいた保護者の

皆様、ありがとうございました。

　年末年始にかけて、周辺がすっかり冬景色になりました。新年に、深々と降る雪の様子を見て、「今年も

この雪のように良いことが積もるといいな…」と和歌を詠んだ古人がいたことを思い出します。令和８年

が皆様にとって、素晴らしい一年となることを祈念申し上げます。

～新しき年の初めの初春の今日降る雪のいや重け吉事～



○良好な点

　９（徳）あなたは、自分から進んで家族や友達にあいさつができましたか。

　前期から後期になり、６ポイント向上しました。日ごろからよく大きい声であいさつができています

　が、「GMF（グッドモーニングフライデー）」、「小学校へのあいさつ運動」など特別にあいさつに力を

　入れる活動も積極的に行っていることから、向上につながったと考えられます。

●課題となる点

 　11（徳）あなたのクラスが、安心して学習や生活に取り組める雰囲気があると感じていますか。

　前期から後期になり、12ポイントダウンしました。６の思いやりや７のいじめ見逃しゼロはポイント

が前期から変わりませんが、こちらは大きく低下しました。いじめとまでは言えないまでも、配慮が足

りていないなど、居心地の悪さにつながるような行動やトラブルがあると考えられます。

◇今後の取り組み

　あいさつなどの良好な点については、引き続き継続していくとともに、活動に磨きをかけて積極的に

取り組んでいきます。

　安心して取り組める点については、トラブルがおきていないか、対応できていないかなどのアンテナ

を高く持ちつつ、お互いに理解しようとする心を育てていきます。学校では、毎週水曜日に学校生活に

関わるアンケートを実施しています。気になる記述には、必ず声かけしています。ご家庭においても気に

なることがありましたら、いつでも学校にご連絡ください。

笑顔と希望ある吉川中～自らを律しつつ、他と協調して活動する生徒～
生徒指導主事　

◇今後の取り組み

・引き続き、テスト期間以外でも家庭学習に取り組む手立てを講じていきます。その際、家庭学習の内

容（見本の提示、何を学習していいか分からない生徒への対応など）や点検方法（未提出時の指導など）

を工夫します。家庭学習をやってきたことが、テストや毎日に授業につながっている、生徒がやってよか

ったと思えるような取り組み方を職員で共通理解のもと実践していきます。

・勉強することに意味や価値を見いだせない生徒が多くいると思われるので、各学年の生徒の実態を踏

まえた上で授業においてねらいや目標（「この時間でできるようになること」「どのような活動をするの

か」など）を明確化し、学ぶ意義や楽しさ（「なぜこれを学ぶのか」「これを学ぶといいこと」「これを学

ぶと〇〇ができるようになる」）を実感できる授業を推進していきます。

・対話する活動を多く取り入れ、生徒自身が「何を理解しているか」「何が分からないか」を把握するよ

うにします。分からない内容は、家庭学習をすることで、定着するように指導します。



活力と誇りある吉川中～心身の健康を保ち、体力の向上に努める生徒～

〇良好な点

・体力づくりの項目では８割が積極的に取り組み良い傾向にあることがわかります。

・朝食をバランス良く食べて登校している生徒が７割を超えています。

●課題となる点

・家庭におけるメディア接触についてのルールを決めている家庭が４割というのは少ないと感じます。

平日のメディア接触時間が長く、家庭学習や睡眠の時間を削ってしまい、睡眠不足になります。そのこ

とが原因で、授業に集中できない生徒も見受けられます。

・就寝時刻が前期よりもー４％下がりました。起床時刻もー９％下がりました。睡眠不足が関係して、

心身の健康にも影響が出ているのではないかと想像できます。１１（徳）「安心して学習や生活に取り組

める雰囲気があると感じるか」がー12％もダウンしました。規則正しい生活習慣により、心身の健康が

整い、不安定さがなくなり、学習に集中できるのではないかと考えます。

◇今後の取り組み

・夜11時までには寝て、朝６時半には起き、家庭におけるメディア接触についてのルールを決めるよう

継続して生徒や家庭に働きかけます。また、３学期には小中合同の学校保健委員会で生活習慣の改善に

ついて学習する予定です。

その他の保護者アンケート ○「13 学校や友人のことをよく話してくれる」「14 困った

ことなどを相談してくれる」という項目において、大幅に数

値が上がりました。学校で起こったうれしいことやつらいこ

となどが、ご家庭での会話の中にあることは、学校としても

とても安心です。これからも、お子様との会話の時間を大切

にしていただき、気になることがあればいつでも学校にご連

絡いただければと思います。

●「15  家事などを進んで手伝ってくれる」という項目は、

例年低めです。家事は大人がやった方が早く終わるので、つ

いついやってしまいがちですが、一つでも家庭の仕事を任せ

て、責任をもって終わらせることも、家族の一員として大切

なことだと思います。

保護者アンケートの自由記述から（一部抜粋）
●吉中ルールがあいまいになっているという印象を受けます。

　　→今年度、生徒会の働きかけにより夏服体操着のシャツ出しを許可しました。近年の猛暑を考慮し、

　　　熱中症対策としての意味もあります。その他、制服についても、明確に衣替えの時期を設けず、気候

　　　やTPOに合わせて、上着を着脱してもよいことにしています。いずれにしてもだらしがない印象を受

　　　けないように、今後も指導を継続してまいります。

●外部の方をお招きしての講演会等における聞く態度が気になります。

　　→今年度も平和の担い手養成講座やコウノトリ特別授業など、外部の講師をお招きしての講演会を多く

　　　開催しました。その道のプロの方からお話をお聞きすることが当たり前ではなく、大変貴重な機会で

　　　あることを強調し引き続き指導してまいります。

保健主事　



　 ３学期は登校日数が48日（３年生は39日）という短い学期ではありますが、

次のステップに向かうための重要な期間です。３学期も日々の学習はもちろん、

スキー授業や修学旅行、そして卒業式などの行事を通して、駿馬のごとく前進す

る吉川中学校にご期待ください！本年もよろしくお願いいたします。

生徒会

２月の予定

伝統の継承と新たな挑戦！
～新生徒会三役が決まりました～

　12月15日（月）に立会演説会が開催され、即日投開票が行われました。結

果、令和８年度は生徒会長をHNさん（写真中央）、副会長男子をKOさん（同

左）、副会長女子をKOさん（同右）が務めます。

　あまり学校が好きではない人にも、「学校って、楽しいこともあるよね」と

思ってもらえるように頑張りたい！と主張したNさん。豊かなアイディアをた

くさん提供することで、楽しい思い出が増えそうです。

　サポートが得意なOさん。生徒数が少ない特徴を生かして、一人一人にスポ

ットライトがあたる吉中を目指す！と主張しました。生徒数の減少はマイナス

面ととらえがちですが、そこをプラスにしていこうとする発想が素敵です。

　無関心の壁を壊す！と主張したOさん。異学年交流や生徒会新聞による広報

活動で、学年の壁を壊し、吉中全体を盛り上げたいと力強く訴えました。

　現生徒会三役からのバトンを受け継ぎ、新たな伝統を築いてほしいと願って

います。


